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両 親 学 級 に 出 席 し て
岩手医科大学助教授 大 堀 勉
子供は朝起 きるのが早 く,私 が起き る頃 は学校に出かける.そ して私が病院か ら帰 る頃
は,子 供 は既 に眠つ ている事が多いので,日 曜 日を除いてはゆつ くり子供 の相手 を してや
ることが出来 ない.時 々 「○○君は いいなあ,パ パ とキャッチボール した り,相 撲 とつ たり
出来 るか ら」 「うちのパパはど うしていつ もいないの?」 な どといつて愚妻を困 ら す ら し
い こんな ことを聞 くと子供が可哀想にな り,せ めて日曜位 は相手を してやろうと思 うこと
もあるが,そ の 日濯 さえ も何や彼や と家にいない ことが多いか ら,自 然子供 のことはすべて
愚妻まかせ ということになつている,多 くの父親 はお よそそ ういうものだ と自分勝手にきめ
ているが,子 供 に とつては全 くもつ て無責任 な父親である.こ んなわけで 日頃子供 にはす ま
ない と思つ ていたが,去 る9月8日 の 日曜 に,私 の子供が通つている小学校 で両親学級 を開
催 したので,せ め てもの罪ほろぼ しと思 つて出席 した.私 の子供 は男 の子2人 で,5年 生 と
1年生 である.
午前10時か ら各学年それぞれ の捜業 が始 まつた ので,先 づ5年 と1年 の授業 を見てまわつ
た.子 供達 は元気 がよ くてみ ていて気持 がいいものだ.ま た父兄を意識 してか,い たず らす
る子供 は見受 け られず,み んな一 生懸命 であつた.日 曜 日のせいか父兄の数が多 く,と くに
男性が多 かつ た.授 業 そのものでは,僅 か45分間であ りと くに印象的 なものはなかつた.勿
論,私 達 の小学生時代 とは教 え方,そ の内容等可成 り変つ てきている筈であ る.た だ 自分 の
子供が よく答えているのをみ て気を よくしたのは,親 馬鹿 とい うものであろうか.午 前11時
からは各学年 の父 兄が全部小講堂に集ま り講演を聞いた.子 供 の教育 に関心があるためか,
満員の盛況 であつた.最 初 に 学校長 の 挨拶・ 「子供 の教育には家庭 の協力が是非 とも必要
である.先 生 と父 兄 と緊密 な連絡を とり,成 果を あげ るよう努力 したい・両親学級 について
アンケ_ト を求 めたところweek-dayは父親 が仕事の関係で出席出来 ないか ら・日曜に行な
つて欲 しい との希望が多かつ たので,本 日,月曜 と日曜 をふ りか えて実施 したが・予想外に多
数 の御参加 を得 て嬉 しい」 旨話 された・続 いて県教育主事某氏の講 演であつた・題 は国語の
学習についてで,約1時 間半 にわたつて講演 され た・その内容 を要約すると・(1)国語 に誇 り
を持て.そ して正 し・・国謙 知 る必要があ る・(・)「甜 る」 ということと 「読め る」 とし'う
ことの説 明.③ 学校 における指導,並 びに家庭 におけ る指導 の方法 ・の3点 で あつた・この
3点について,い ろいろな例をあげ,鶏 門的な ・ともお りまぜ て・丁寧 にわか り易 く・非
常 に熱の入つた講 演を された.父 兄の方 も最 後迄熱心に聞 き入 つた・正 しい国語 といわれ る
と吋 不思議 に駆 るが,簡 戦 例 では・ 「上」 という字 曙 く順序畝 兄に尋 ね られ た
が,父 兄の約2/3は間違つ ていた.・ の ように字 の書 訪 だけでな く澗 違つてし'ても鮒
かずにい る場 合が非常に多… とを指禰 れ・子供 と一緒に もう一度勉強 し齢 すべ きであ
ると強調 されたのであ る.甦 糖 で最 鵬 調 された ことは浬 解 してお獣 させ るとしり
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ことであつた.例 えば,一 つの ことばをおぼえ る場合 に,そ の ことば の意味を理解 し乍 らお
ぼ えるとただ暗記 するよりはおぼ え易 く,そ して忘れ ることも少ない とい うこ と で あ る.
又,文 章を読 む場合は,ど うい うことを言 つているのか考 え乍 ら読 ませ るようにす ると,要
点を把握す る力などが育成 され るとい うわけで ある.最 近の教科書,或 は試験問題 などをみ
ると,私 達の頃 とは全 く様 相が変つてい るが,こ れ は勿論,上 述 の ごと く 「理解 させ る」
「考 えさせる」 ような方針で専門家がつ くつた ものであ り,誠 に立派な ものである と思 う
このような方針で教育 された子供達は,や がて私達 とは違つ てもつ と考え る力の豊富 な大人
にな り,も つ と立派な社 会をつ くるに違い ない,ほ ん とうにそ うなることを望ん で や ま な
い.然 しここで一寸考 えなければ ならない ことがあ る.と い うのは,こ の ような教育 がは じ
められてか ら10年以上経 つた今 日,実 際問題 として どうであつたか とい うことである.学 力
とは何であるか とい う問 題は別 として,い つか,最 近 の学力低下 は甚 だ しいというような新
聞記事を読 んだ こともあ り,最 近で も岩手県下 の学力低下 が問題 となつ ている.自 分の子供
が就学 していない頃は,さ ほど実感が湧かないが,子 供 が5年 生 位になる と親 として放つて
おけない ような感 じになる.一 体何故に学 力が低下 したのだろ うか ふ りか えつ てみ ると,
戦前 の私達の小学校 の頃は,科 目によ り多少異な るが,全 般的 に 「おぼえ る」 「暗記す る」
教育であつた ように思 う.そ れが戦後一変 して 「理解す る」 「考 える」 指導方針になつたわ
けである.た しかに 「理解す る」 「考 える」 ことは,た だ 「暗記す る」 よりも一歩前進 した
わけで,前 述 のごと く理論的には望 ま しいことであ るが,そ れに もかかわ らず学 力の低下 を
招いたのは,「 理解する」 「考え る」 ことに重 きをおき過 ぎたことが一 因ではな い だ ろ う
か.す なわち,戦 前 の教育に批判 が加 えられて戦後 の教育がは じまつたのであるが,そ の戦
後の教育に も漸 く批判が加え られ るときが来 たのではないか と思 われ る.父 兄 として来 られ
た某教授が討論に立 たれ,「 理解 しておぼ えるとい うことは大へん結構 な ことだ が,或 程度
何で も覚 える,暗 記 することも必要だ.子 供 は暗記力が強いか ら何 で も暗記 させ ることが出
来 るものだ.暗 記 してい ると逆 に理解出来 ることもあ るのではないか.テ レビに た と え る
と,部 品が揃 つていると多少 さし違つ てもうつ るけれ ども,部 品が揃わ ないとうつ らない.
つま り,知 つていれば読 む ことが出来 るし,読 めれば何 とか意 味がわかる こともある.」 と
い うような趣旨で面白 く話 され たので一同笑つたが,全 く同感 であつた。要 は,暗 記 するに
せ よ,理 解するにせ よ,と にか く大いに トレーニングしなけれ ばならない,努 力 しなければ
な らない とい うことである.子 供 に努 力させ るには どうすれば よいか,す なわち家庭におけ
る指導の方法 については,ま た非常に くわ しく,い ろいろな例をあげて説 明 され たが,結
局,親 は,子 供が努力出来 るような環境 を積極的につ くつてやるべ きで あるとい うことであ
つた.
有意義 な講演を聞いて,家 庭における子供 の指導 とい うものがいかに大切であ るか,そ し
てまた,親 の責任の重大 さを今更乍 ら身 に泌み て感 じ,い ろいろ と反 省させ られた次 第で あ
る.
両親学級 に出席 して感 じたままを書 きな らべ ましたが,拙 文の点は何卒御寛容下 さい
